
２０１４年１０月１９日 主日礼拝      

 

司  会        ①村上兄      ②間兄      ③当麻泰兄 

奏  楽 

祈  祷                                             ①三浦兄      ②多田兄  

 

    賛  美  聖歌４９８番「歌いつつ歩まん」 

 (私たちはみ国の世継ぎ) （あがめます主のみ名） 

主の祈り 

 

聖  書                  

     

                                                                                                                            

音  楽                                                           

 

証  詞     

     

メッセージ   

        

                                                                      

賛  美  「主よ終りまで」 （讃美歌３３８番・献金） 

頌  栄      「グロリア」（聖歌１３８番） アーメン  

                                                                    祝   祷                                                                                                      

 

【大和ニュース】  

・ 受洗おめでとうございます。 伊藤芳篤兄（病床洗礼） 
* 今日は第３礼拝後、楽しいバザー（昼食愛餐会又は園遊会）。初顔の方ともご挨拶 
を忘れずに！帰りのバスは､第３後 12：30､12：50。バザー後 13：40､14：10､16：20。 

・ 今日は、入門講座Ⅲ（９時・２階Ｒルーム）、J.Plus（青､学､ヤンチャ）あり。 
 
・ 今週も祈祷会を大切に！特別講師は中田先生、証人は愛隣姉。水曜夜と木曜朝。 
・ 準備祈祷会は、金曜夜９時～１０時半。説教は久保田伝道師。 
・ 土曜祈祷会は、土曜夕方６時～７時。熱く祈ります！ 
* 「子供秋祭り」は土曜朝９時半。泉チャペル前駐車場。メチャメチャ楽しい！ 
* 来週は、「コンセール・アミ・コンサート」（２６日１４時）、無料。第３礼拝でも歌って 
いただきます。お誘い合わせ下さい。すてきな女声コーラスです。 
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➀              マタイによる福音書２０章１～１５節                   (Ｐ３１) 

➁➂ テサロニケ人への第一の手紙５章１２～２５節              (Ｐ３２３)   
                                                                                                                         

➀          栄光組  

➁➂ アフレル  

➀     長谷川泉姉（青年会）   

 

➀             「理不尽な愛」            菅原岳副牧師 

➁➂ 「良き人生は､第二の天性なり」  大川従道牧師     



 
石の枕  
  

 「慰安婦問題」の誤報道によって、日本の評判をドン底に落とした責任は朝日 

新聞にある、とばかりボコボコにたたいているのは、当っている面も勿論あるが 

他のジャーナリストにも落度がある、と言いたい。この問題が解決しないと 

世界を歩くのがつらいし、恥かしい。そんな中でのノーベル賞受賞は、ＬＥＤの 

お陰で、日本中が明るくなった。勿論、北朝鮮問題を考えると悲しくなる。 

この苦しみの中でクリスチャンになられた横田早紀江姉のことを考えると、共に 

苦しみ、共に祈ることを忘れてはいけない。 

 もう朝日新聞を読みたくないという気持は、何十年も読み続けてきた人の 

共通の痛みであろう。しかし「天声人語」や、毎週土曜日の「ｂｅ」面は捨て 

がたい。「いわせてもらお」だけでなく、日野原重明先生の「１０３歳・私の証・ 

あるがままに行く」は、百歳をこえられてから増々輝きを増しておられて喜ばしい。 

 １０月４日で１０３歳になられたが、その日の午前に、韓国は釜山の映画 

祭でお会いし、楽しい時をもたせていただいた。「私が行くだけで意味がある 

のでしたら、伺います。」と、本当に特別講演があるわけではないのに、おいでに 

なられた。『ザ・テノール』の映画の後押しである。感動！感服でした。 

 今回の新聞の証文には、マルチン・ブーバーの言葉が引用されていた。 

「創（はじ）めることを忘れない限り、人は老いない」。この言葉のお陰で、今の 

私があるのだと思います。 

 １０３歳になった今、私はまだ大きな夢を持っているのです。長年温めてきた 

計画です。それはアメリカ方式の「メディカルスクール」を日本で行うことです。 

文部科学省の認可を得ました。私の胸の内では、スクールは東京オリンピックの 

年、２０２０年の開学を願っています。夢が実現した瞬間の私の渾身のガッツ 

ポーズを、皆さんにご覧にいれたいと思いつつ、日々の健康維持に努めている 

次第です。 

 

 聖霊様に満たされて「若者は幻を見、老人は夢を見る!!」が、クリスチャンの 

生き方です。使徒行伝２章１４節～２１節を読んでみましょう。P.T.L！ 
 
 

宿題（祝大）  今週もむさぼるように聖書を読みましょう！  

Aコース：Ⅱテサロニケ２章～Ⅰテモテ５章  Ｂコース：エレミヤ１章～１６章 


